
From Editor-in-chief

東京から、全国へ、そして世界へ。
よく働き、よく遊ぶ女性の欲望を叶えるメディアとして
『Hanako』ブランドは次の一歩を踏み出します。

創刊から30年。雑誌『Hanako』は常に働く女性たちに寄り添ってきました。
「TOKYO WOMEN’S WEEKLY」として毎週、東京の情報を伝えてきた20世紀。
21世紀に入ると、情報のスピードに加えてテーマ性や切り口を大事にする

編集方針を反映した誌面づくりへと変わっていきました。

そして2018年10月。雑誌『Hanako』は月刊誌へと進化を遂げていきます。
配本も東京中心のリージョナルから、日本中の「都市で働く女性」に向け全国配本に。

「食」「街」「旅」をはじめとした、働く女性が興味を持つ様々なテーマを
今まで以上に深く掘り下げ、より興味の範囲を広げていきます。

それと同時に雑誌だけにとどまらない、さまざまな〝フィールド〟から構成される
『Hanako』ブランドの総合力のパワーアップに、より注力していきます。

いまの『Hanako』ブランドを支えるのは、３つの柱。
ブランドイメージの象徴であり、リソースの源泉である「雑誌」。
いま欲しい都市生活の情報を手軽に手に入れるための「デジタル」。

Hanakoの世界観をリアルに落とし込む「イベント」。

他にも過去のアーカイブをリミックスした「特別編集ムック」や
各企業とコラボした「商品開発」「エリア特化型メディア」、

インバウンド向けの情報発信＆メディア構築…
30年の歴史で培われてきた『Hanako』の編集力が、
いま多くのステージで発揮されつつあります。

あたらしい雑誌メディアの在り方を目指す
『Hanako』ブランドのさらなる展開に、

どうぞご期待ください。

Hanako編集長
田島朗
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パワーアップする、Hanakoの全貌。

雑誌：平綴じ＆ページ増でより存在感を増し、全国配本で部数増。
「銀座」「京都」「鎌倉」といった日本が誇る街の特集はもちろん、
「神社仏閣」「チョコレート」「おいしい店」など人気特集は
その対象エリアをより全国に拡大。ファッションやビューティー、
インテリアなどのコンテンツもより注力していきます。

特別編集ムック：ジャンル別にブランド化、年６～８本を刊行予定。
過去の特集を横断し、テーマ別に再編集したムックを刊行。
「自由が丘」「吉祥寺」など既存の人気特集は「Hanako CITYGUIDE」
ブランドで保存性の高いコンテンツとして制作、デジタルとも融合します。

ウェブサイト：検索機能も大幅強化、コンテンツの幅も広がります。
Hanako掲載店データベースとその検索機能を大幅強化。コンテンツも
食の情報はもちろん、都市生活に必要な情報に幅を広げ展開します。
「Hanako.hibiya」のようなエリア特化型メディア事業も進めていきます。

SNS：好調のインスタグラムを中心に、多面的に展開。
他の雑誌と比べ高いエンゲージ率を誇るHanakoのインスタグラム。
ストーリー動画の取り組みなど、引き続き積極的に展開します。
twitter、Facebook、LINEも各媒体に特化した施策を打っていきます。

読者組織：国内外問わず、Hanakoと親和性の高い街にも組織を拡大。
メンバー数総勢150人以上、SNS総フォロワー数85万人以上を誇る読者組織。
東京以外の街にも拡大し、その街でのイベントや情報発信なども行います。
また、各企業との商品開発プロジェクトも積極的に手がけていきます。

イベント：月１回の開催に加え、読者や一般の方々を交えた施策も。
「ハナコラボ」のメンバー少人数が集うワークショップやセミナーから、
ポップアップショップやマルシェ、各種フェスティバルといった
読者や一般の方々をも対象にした大きなイベントも企画中。

インバウンド事業：台湾を皮切りに、2020年に向け世界を視野に企画中。
台湾在住で日本好きな人々を読者ターゲットとするウェブサイト
「Hanako.Taiwan」をローンチ準備中。他にも情報アプリ開発などを予定。
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